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緑塩銅鉱一塩に富む砂漠の産物

緑塩銅鉱は英名ataCamiteと呼ばれ名の如く緑色の銅と塩素か

らたる二次鉱物で塩素に富む乾燥地帯の銅鉱床の酸化帯に産出する.

この鉱物は最初にチリ北部のアタカマ砂漠の砂粒から発見された.一

般には稀産鉱物であるがこの付近からペルｰにかけての砂漠には極め

て普通にみられる･1チュキカマタ鉱床では酸化鉱体の主要構成鉱物の

一つであって銅鉱石として採掘対象と在るほど産出する(グラビア参

照).分析によるとほぼCn15%,Cn055%,C117%,H2013%

の化学組成を持っている.

表紙の写真はチュキカマタ鉱床からの溶脱銅が河床礫中に沈殿し

て生成したエキゾチカ鉱床カ･ら得られた自形濃緑色の結晶である.空

色の珪孔雀石や白色の石膏たどと共存Lている.色からみて珪孔雀石

には少量の他の銅二次鉱物が含まれている可能性がある.緑塩銅鉱は

我が国では三宅島の火山昇華物と山形県大張銅鉱床の酸化帯から毅告

されている(桜井鉱物標本1973).
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